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わたしたちわたしたちののまちまちのの予算予算
当初予算額は、一般会計・特別会計・事業会計を合わせ当初予算額は、一般会計・特別会計・事業会計を合わせ
202億円202億円　　前年度より11億円増加（6.0％増）前年度より11億円増加（6.0％増）

 　一般会計は、公共施設・道路
の整備などの普通建設事業費の
増や前年度当初予算が骨格予算
であったことなどにより、前年
度と比べて9億2,850万円の増加
（8.2％増）となっています。

一般会計　122億円

 　特別会計は、公共下水道事業
費の減や宅地造成事業特別会計
の廃止などにより、前年度と比
べて9,990万9千円の減少（1.5％
減）となっています。

特別会計　67億円

 　事業会計は、織田病院の原子
力災害対策施設整備の増などに
より、前年度と比べて3億1,263
万3千円の増加（32.4％増）と
なっています。

事業会計　13億円

　歳入のうち、町税などの「自主財源」
でまかなわれているのは 3割弱です。
　7割強は国から交付される地方交付
税、各事業費にあてる国庫支出金・県支
出金、将来世代の負担となる町債（借金）
などの「依存財源」と
なっています。

　職員給与などの人件費、児童手当など
の扶助費、町債（借金）返済の公債費を
合わせた「義務的経費」が歳出全体の
5割弱を占めています。
　残り 5割強は、公共施設・道路の整備
などの「投資的経費」、団体補助金・一
部事務組合負担金などの補助費等、事務
費・公共施設管理費などの物件費を合わ
せた「その他の経費」となっています。

会　　計　　名 平成26年度予算額
①

平成25年度予算額
②

増減額
①－②

増減率
（①－②）／②

一　般　会　計 122億1,950万円 112億9,100万円 9億2,850万円 8.2％

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国民健康保険事業 22億8,616万7千円 22億8,374万3千円 242万4千円 0.1％

介 護 保 険 事 業 23億5,776万5千円 23億4,881万9千円 894万6千円 0.4％

後期高齢者医療事業 2億5,502万2千円 2億2,694万3千円 2,807万9千円 12.4％

簡 易 水 道 事 業 4億5,465万2千円 4億2,251万8千円 3,213万4千円 7.6％

公 共 下 水 道 事 業 7億9,544万4千円 10億1,408万8千円 ▲2億1,864万4千円 ▲21.6％

集 落 排 水 事 業 3億4,520万8千円 3億5,897万円 ▲1,376万2千円 ▲3.8％

温 泉 事 業 1,431万円 1,625万2千円 ▲194万2千円 ▲11.9％

農林漁業体験実習館事業 2,946万円 2,754万9千円 191万1千円 6.9％

土 地 区 画整理事業 1億9,487万9千円 1,536万円 1億7,951万9千円 1,168.7％

宅 地 造 成 事 業 皆減 1億1,857万4千円 ▲1億1,857万4千円 皆減

計 67億3,290万7千円 68億3,281万6千円 ▲9,990万9千円 ▲1.5％

事
業
会
計

上 水 道 事 業 4億3,514万8千円 4億4,039万円 ▲524万2千円 ▲1.2％

国民健康保険病院事業 8億4,307万4千円 5億2,519万9千円 3億1,787万5千円 60.5％

計 12億7,822万2千円 9億6,558万9千円 3億1,263万3千円 32.4％

合　　　　　計 202億3,062万9千円 190億8,940万5千円 11億4,122万4千円 6.0％

平成２6年度
当初予算

歳  入

歳  出

予　算　規　模

一般会計予算の概要

（  ）は構成比

【目的別】

【性質別】

民　生　費
高齢者・障がい者福祉、
子育て支援などに

35億3,474万8千円

公　債　費
町債（借金）の
返済に

18億5,048万6千円

総　務　費
情報通信網、公共交通、
交通安全対策などに

12億2,580万3千円

土　木　費
道路・河川改良、
住宅管理などに

12億3,210万9千円

教　育　費
小中学校教育、社会教育、
スポーツ振興などに

10億9,494万8千円

衛　生　費
健康づくり、母子健診、
ごみ処理などに

9億4,988万1千円

農林水産業費
主要作物の振興、農道・
林道整備、漁港改良などに

6億4,935万6千円

商　工　費
商工業・観光振興

などに

9億6,403万円

消　防　費
消防・防災対策などに

5億1,067万9千円

そ　の　他
議会運営、

基金（貯金）積立などに

2億746万円

歳  出
122億1,950万円
歳  出

122億1,950万円

人件費
21億741万円
（17.3%）

人件費
21億741万円
（17.3%）

扶助費
18億7,073万9千円
（15.3%）

扶助費
18億7,073万9千円
（15.3%）

公債費
18億5,048万6千円
（15.1%）

公債費
18億5,048万6千円
（15.1%）

義務的経費
58億2,863万5千円
（47.7%）

義務的経費
58億2,863万5千円
（47.7%）

投資的経費
11億3,135万4千円

（9.3%）

投資的経費
11億3,135万4千円

（9.3%）

その他の経費
52億5,951万1千円
（43.0%）

その他の経費
52億5,951万1千円
（43.0%）

物件費
15億2,503万1千円
（12.5%）

物件費
15億2,503万1千円
（12.5%）

補助費等
21億387万4千円
（17.2%）

補助費等
21億387万4千円
（17.2%）

普通建設事業費
11億3,135万4千円

（9.3%）

普通建設事業費
11億3,135万4千円

（9.3%）

繰出金
14億1,810万2千円
（11.6%）

繰出金
14億1,810万2千円
（11.6%）

予備費  1,000万円（0.1%）予備費  1,000万円（0.1%）
貸付金  4,160万円（0.3%）貸付金  4,160万円（0.3%）積立金

4,997万1千円（0.4%）
積立金
4,997万1千円（0.4%）

維持補修費
1億1,093万3千円（0.9%）
維持補修費
1億1,093万3千円（0.9%）

歳  入
122億1,950万円
歳  入

122億1,950万円

町税
21億4,910万4千円
（17.6%）

町税
21億4,910万4千円
（17.6%）

自主財源
32億2,717万6千円
（26.4%）

自主財源
32億2,717万6千円
（26.4%）

依存財源
89億9,232万4千円
（73.6%）

依存財源
89億9,232万4千円
（73.6%）

地方交付税
58億円
（47.5%）

地方交付税
58億円
（47.5%）

分担金及び負担金
3億5,009万7千円（2.9%）
分担金及び負担金
3億5,009万7千円（2.9%）

諸収入
1億4,332万円（1.2%）
諸収入
1億4,332万円（1.2%）

繰入金
3億1,097万4千円（2.5%）
繰入金
3億1,097万4千円（2.5%）

財産収入
1億809万7千円（0.9%）
財産収入
1億809万7千円（0.9%）

使用料及び手数料
8,458万3千円（0.7%）
使用料及び手数料
8,458万3千円（0.7%）

繰越金  8,000万円（0.6%）繰越金  8,000万円（0.6%）

寄附金  100万1千円（0.0%）寄附金  100万1千円（0.0%）

地方譲与税
1億700万円（0.9%）
地方譲与税
1億700万円（0.9%）
地方消費税交付金
2億2,000万円（1.8%）
地方消費税交付金
2億2,000万円（1.8%）

株式等譲渡所得割交付金
300万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金
170万円（0.0%）
配当割交付金
1,800万円（0.1%）
地方特例交付金
700万円（0.1%）
利子割交付金
600万円（0.0%）
自動車取得税交付金
2,100万円（0.2%）

株式等譲渡所得割交付金
300万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金
170万円（0.0%）
配当割交付金
1,800万円（0.1%）
地方特例交付金
700万円（0.1%）
利子割交付金
600万円（0.0%）
自動車取得税交付金
2,100万円（0.2%）

国庫支出金
8億6,541万6千円
（7.1%）

国庫支出金
8億6,541万6千円
（7.1%）

県支出金
8億9,130万8千円
（7.3%）

県支出金
8億9,130万8千円
（7.3%）町債

10億5,190万円
（8.6%）

町債
10億5,190万円
（8.6%）

（  ）は構成比
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【農業生産基盤の整備】4,001万円
　平等地区において老朽化した農業用用排水施設
を再整備するため、パイプラインを布設します。

【道路の整備】7,155万円
　道路改良の促進と橋りょうの長寿命化を図るた
め、福井線（小倉地係）の改修、血ヶ平梨子ヶ平線
（血ヶ平地係）の法面補修、越前岬線（血ヶ平地係）の
橋りょう補修を行います。

【学校施設の整備】1億8,240万円
▶トイレの改修
　家庭のトイレの洋式化に伴い児童生徒の学校生
活環境を改善するため、一部和式を残し、宮崎・四ヶ

浦・織田小学校と越前中学校のトイレを洋式に改
修します。

▶空調設備の設置
　児童の夏季における体調に配慮した学校教育環
境を整備するため、朝日・常磐・糸生・宮崎・四ヶ浦・
城崎・織田・萩野小学校の1年生から3年生までの
普通教室に空調設備を設置します。

【下水道施設の統合】3,695万円
　農業集落排水宮崎東部（八田・陶の谷）処理区を公
共下水道朝日処理区に接続するため、管路を布設し
ます。

　本町に訪れた観光客の休憩スポットと地域の魅力や
情報提供の発信源として、アクティブハウス越前を改
修し、道の駅「越前」として整備します。また、越前がに・
越前焼などの観光資源のネットワーク化により、観光
誘客を促進し、越前ブランドを活かした賑わいのある
観光の活性化を図ります。

　小学校英語活動・中高一貫教育・教育相談体制の充実、
学力向上の指導、いじめ・不登校問題への対応により、
未来を担う創造力豊かな人材を育成する教育の充実を
図ります。

　朝日中学校の旧学校跡地における住宅地の造成、空
き家を活用した移住・定住の促進により、人口の維持・
増加を目指します。

　朝日中央・朝日北保育所の統合保育所の整備、保護者
のニーズに即した保育・子育て施策の計画策定、子ども
医療費の助成により、笑顔で安心して子どもを産み、子
育てができる子ども・子育て支援の充実を図ります。

　平成27年2月1日に合併10周年を迎えるため、記念
式典、（仮称）越前産業フェア、総合美術展などの越前町
の飛躍につながる合併10周年記念行事を実施します。

平成２5年度
3月補正予算

重　点　施　策

観光の活性化

子ども・子育て支援の充実

合併10周年記念事業の実施

教育の充実

定住の促進

国の経済対策に伴う次の事業が計上され、
平成26年度に繰り越して実施されます。

道の駅「越前」完成予想図

小学校英語教育授業の様子

朝日中学校の旧学校跡地における
住宅地の造成と統合保育所の整備計画図

わたしたちのまちの予算を家計にたとえたら

越前さんちの家計簿
平成26年度一般会計予算の歳入と歳出を1,000分の1にし、1年間の家計にたとえると、

215万円の給料で、105万円の借金をして、
1年間の家計を成り立たせていることになります。

①給料 215万円
町税（町民税や固定資産税など、皆さんから納められ
た税金）

前年度より微増 〔前年度比　2万円の増〕

①生活費 574万円
人件費（委員報酬や職員給与に係るお金）
物件費（事務費や公共施設管理に係るお金）
補助費等（団体補助金や一部事務組合負担金に係るお金）

管理公社運営補助金、越前町観光連盟補助金、
合併10周年記念事業費など

〔前年度比　8万円の増〕

③貯金の取崩し 31万円
繰入金（町が積み立てているお金（基金）の取崩し）

財政調整基金からの繰入金が前年度より増加
〔前年度比　8万円の増〕

③借金の返済金 185万円
公債費（町債の元金・利子の支払いに係るお金）

前年度とほぼ同額

⑤修繕費 11万円
維持補修費（公共施設・道路などの修繕に係るお金）

前年度より減少 〔前年度比　3万円の減〕

⑦貯金 5万円
積立金（基金に積み立てるお金）

前年度とほぼ同額

⑧知人への貸付 4万円
貸付金（団体などに対し貸し付けるお金）

前年度と同額

⑨予備 1万円
予備費

前年度と同額

④前年度の残金 8万円
繰越金（前年度からの繰越金）

前年度と同額

④家の増築や家財などの購入費 113万円
普通建設事業費（公共施設・道路の整備などに係るお金）

朝日地区統合保育所建設事業費、道の駅「越前」
整備事業費、都市再生整備事業費など

〔前年度比　61万円の増〕

計（A）　自主財源 323万円

計（B）　依存財源 899万円

収入合計 （A）＋（B） 1,222万円 支出合計 1,222万円

②財産・臨時収入 69万円
使用料（町の施設や設備の利用料など）、負担金（町の
事業で利便を受ける人が負担するお金）、諸収入（貸付
金の元利収入や団体・個人からの負担金など）
財産収入（町の土地などの売却代金）、寄附金（個人や
団体から寄附されるお金）

負担金、諸収入、財産収入が前年度より減少
〔前年度比　2万円の減〕

②医療費 187万円
扶助費（高齢者・障がい者・子どもの福祉などに係るお金）

障害福祉サービス費、臨時福祉給付金、子育て
世帯臨時特例給付金など

〔前年度比　21万円の増〕

⑤支援金 794万円
地方交付税（国から交付されるお金）､ 国庫支出金・県
支出金（法律などに基づく交付金や事業の実施に対する
補助金）

地方交付税は前年度と同額
国庫支出金・県支出金は前年度より増加

〔前年度比　41万円の増〕

⑥子どもへの仕送り 142万円
繰出金（特別会計・事業会計に支出されるお金）

国民健康保険事業ほか7特別会計への繰出金、
上水道事業会計・国民健康保険病院事業会計へ
の負担金　　　　　　〔前年度比　6万円の増〕

⑥借金 105万円
　町債（銀行などからの借金）

朝日地区統合保育所建設事業、道の駅「越前」
整備事業などにあてる借金

〔前年度比　44万円の増〕

収　入 支　出


